












































講義回 使用した映像 種類 時間 放送年 放送局 講義・レポート課題との関連
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映像内容や登場人物に共感した とてもそうだ ややそうだ どちらでもない あまりそうでない 全くそうでない
新たな知識を獲得できた とてもそうだ ややそうだ どちらでもない あまりそうでない 全くそうでない
課題を考察するのに役立った とてもそうだ ややそうだ どちらでもない あまりそうでない 全くそうでない
青年心理への理解が深まった とてもそうだ ややそうだ どちらでもない あまりそうでない 全くそうでない



























平均 SD 平均 SD 平均 SD 平均 SD 平均 SD
軽傷ではない 4.35 0.85 4.33 0.68 4.61 0.57 4.48 0.64 4.57 0.53
イグアナの娘 3.67 1.09 4.13 0.86 4.44 0.74 4.39 0.75 4.27 0.76
ネットいじめに向き合うために 3.87 1.03 4.13 0.81 4.47 0.74 4.31 0.79 4.30 0.75
彷徨う少女たち 3.96 0.88 4.60 0.55 4.68 0.47 4.64 0.51 4.59 0.52
行き場のない若者たちをどう支えるか 3.93 0.95 4.64 0.48 4.69 0.54 4.56 0.55 4.62 0.54
14歳　もう一度教室へ 4.03 0.90 4.39 0.66 4.49 0.60 4.56 0.58 4.54 0.55




















































映像教材 コース １位 ２位 ３位 ４位 ５位 ６位 ７位
軽傷ではない
小学校 1 13 7 10 8 3 5
幼保 11 12 8 8 2 3 8
イグアナの娘
小学校 33 6 2 1 1 3 5
幼保 23 7 3 6 3 3 7
ネットいじめに向き合うために
小学校 2 5 9 9 9 11 8
幼保 2 4 1 7 9 12 18
彷徨う少女たち
小学校 5 7 8 12 9 9 3
幼保 9 13 12 4 6 8 0
行き場のない若者たちをどう支えるか
小学校 2 12 9 10 10 8 2
幼保 3 6 11 13 5 11 3
14歳　もう一度教室へ
小学校 7 9 10 8 7 6 3
幼保 2 6 12 11 12 5 2
中学生日記　決意（前編）
小学校 7 5 12 6 9 7 7



































































































小学校 幼保 合計 順位
軽傷ではない 45 24 69 3
イグアナの娘 66 42 108 1
彷徨う少女たち 50 20 70 2
行き場のない若者たちをどう支えるか 35 12 47 5
14歳　もう一度教室へ 48 8 56 4
中学生日記　決意（前編） 24 11 35 7
いじめをノックアウト 21 11 32 8
ニュース23　特集LINEいじめ 29 11 40 6
落　合　信　寿
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　表5より、2015年度講義で最も評価の高かった映像教材は「イグアナの
娘」（n＝108)であり、次いで「彷徨う少女たち」（n＝70)、「軽傷ではな
い」（n＝69)の順であった。この結果は2014年度の順位づけによる評価結
果と一致している。新たに使用した2本の映像教材「いじめをノックアウ
ト」、「ニュース23 特集LINEいじめ」については、他の映像と比較すると
相対的な順位は低いものの、どちらも延べ人数で30～40名の受講生が高く
評価していたことから、改善の効果はある程度認められたと考えられる。
６．おわりに
　本講義では、数年前から映像教材の活用に着目し、講義内容に適した映
像の発掘やその使用方法について年々検討を重ねてきた。本研究はその一
環として実施したものである。講義の教材として使用に値する映像は、視
聴者の心に訴えかける何かを秘めており、受講生から高く評価されている
ものも多い。
　しかし、残念なことにこれらの映像は、TV放送で録画の機会を逃すと二
度と視聴することができないものがほとんどである。本講義で使用した映
像の中では、DVDが市販されている「イグアナの娘」、DVD付書籍6)に収録
されている「中学生日記　決意（前編)」は一般に入手可能であるが、それ
以外の映像は、TV放送において再放送の機会がなければ、ほぼ入手不可能
である。とりわけ、本講義の中で比較的高い評価を得た「軽傷ではない」、
「彷徨う少女たち」という2本のドキュメンタリーは、深夜に放送された番
組であることから視聴者の目に触れる機会は少なく、地上波では再放送の
機会もない。
　著作権の問題等に十分配慮する必要があるが、教材として優れたTV放送
番組を収集し、共有化する仕組みを構築することができれば、心理学教育
における映像教材の効果的な活用が、より一層促進されることが期待され
よう。
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講義「青年心理学」における映像教材の評価
注
　本研究の一部は、2015年9月22日～24日に開催された日本心理学会第79
回大会（名古屋大学)において発表した。
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